
「海は不思議がいっぱい！」（磯観察会）「海は不思議がいっぱい！」（磯観察会）

日高町ホームページ　http://www.town.wakayama-hidaka.lg.jp/
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産
湯
の
海
で
遊
ぼ
う
！
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星空観測会

磯観察会

チャレンジ広場
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保
育
園
で
夕
涼
み
会

ゆかたフェスタ
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自然の家で夏合宿

親子で収穫＆クッキング
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全
国
へ
は
ば
た
け
！

ー 

日
高
中
・
生
徒
の
表
敬
訪
問 

ー

　

７
月
28
日（
木
）、日
高
中
学
校（
釈
野
靖
仁
校
長
）か
ら
、夏
の
大
会

出
場
を
決
め
た
生
徒
が
松
本
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

夏に負けない熱戦
−グラウンドゴルフ大会−
　７月27日（水）、日高町若もの広場で、
老人クラブ連合会（岡本利昭会長）によ
るグラウンドゴルフ大会が開催されま
した。
　当日は男性41名、女性26名が参加。
熱戦を繰り広げ、男性の部では楠山登

た か の り

則
さん、女性の部では小野光

み つ こ

子さんがそれ
ぞれ優勝に輝きました。

少年野球チーム「和歌山御坊ボーイズ」
（ジャイアンツカップ、ボーイズリーグに出場）

（右）川井田 駿
しゅん

くん（３年・キャプテン）
（左）見㟢 冠

か ん

栄
え い

くん（１年）
川井田くん「１つずつ勝っていきたい」
見㟢くん　「１年はみんな元気が良い
 ので、頑張って応援したい」

陸上部
鳥松あかねさん（３年）

（近畿中学校総合体育大会
 和歌山県大会　女子円盤投げの部に出場）

「コンディションも良いので、自己ベス
トを超えて全国に出場したい」

交通安全を呼び掛け
 −わかやま夏の交通安全運動−
　「わかやま夏の交通安全運動」実施期間中の7月11日（月）、
志賀小学校前の県道において日高町交通指導員会（北垣順一
会長）が御坊警察署の協力のもと、啓発活動を実施しました。

　この日は、指導員10名のほか松本町長、尾㟢副町長も参加。
「子どもと高齢者の交通事故防止」「自転車の安全利用の推進」
「飲酒運転の根絶」などを重点項目に掲げ、通勤中のドライバー
らに安全運転と事故防止を呼び掛けました。

男性の部

順位 氏名

女性の部

順位 氏名
優勝 楠山 登則 優勝 小野 光子

準優勝 森 靜男 準優勝 仲田 美智子
３位 村上 賢次 ３位 楠山 ユキミ
４位 上畑 道 ４位 塩路 操
５位 谷山 勝美 ５位 山本 演子
６位 田中 薫 ６位 笠野 クニ子

（同スコアの場合ホールインワン数、年齢上位を優先）結果
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この部分は

あけてください
地域の自主防災組織、企業等の各種団体で、防災の中心的な担い手
となる「地域防災リーダー」を育成するため、防災に関する知識、技術
を学ぶ講座を開設します。
自主防災組織で活動されている方、企業などで防災に携わる方、これ
から地域で活動をしたいと考えている方など、ぜひご応募ください。

※天候等により、急遽中止する場合もございますので、予めご了承ください。
　最終日（1月29日）の試験に合格しますと、防災士の資格を取得出来ます。

平成28年9月1日（木）～平成28年9月23日（金）
（応募者多数の場合は先着順となります。早めの申し込みをお願いします）
和歌山県内に在住、在勤、在学の16歳以上で全講座出席可能な方※
※欠席があった場合は、修了となりませんのでご注意ください。
無料（ただし、防災士の資格取得を行う場合の費用は別途必要になります）
資格を取得される方は町の補助金制度をご利用ください。
岩出市会場・・・・・・45名程度
有田川町会場・・・・45名程度
田辺市会場・・・・・・25名程度
※応募者多数の場合は、申し込み先着順とさせていただきます。
申し込み者宛に通知いたします。

役場総務政策課
☎ 63・2051

〒640－8585 和歌山市小松原通１－１
和歌山県 総務部 危機管理局 防災企画課 企画班
☎ 073・441・2271
FAX 073・422・7652
E-mail e0114001@pref.wakayama.lg.jp

募集期間

対 象 者

受 講 料

募集人員

受講決定

開催日時・場所

お問い合わせ先

お申し込み先

また別会場でのWEB型研修もございます。詳しくはお問い合わせください。

会　場 開催場所 開催日 時　間 備　考

岩出市
会　場

有田川町
会　場

田辺市
会　場

那賀総合庁舎
3階　大会議室

10月30日
11月13日
12月11日
1月29日

10月30日
11月13日
12月11日
1月29日

10月23日
11月27日
12月18日
1月29日

田辺市文化交流センター
「たなべる」
2階　大会議室

きびドーム
2階　多目的室

※岩出市会場のサテライト会場

9：00～

17：00
前後

※最終日は防
災士試験（1
時間）のみ

時間は日によっ
て異なります。

※最終日は防災
士試験受験
者のみ参加

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

①
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

法
定
検
査
に
は
、浄
化
槽
使
用
開

始
後
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５

か
月
以
内
に
１
回
実
施
す
る「
７
条

検
査
」と
、毎
年
１
回
実
施
す
る「
11

条
検
査
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
浄
化
槽
が
正
し
く
働

い
て
い
る
か
、き
れ
い
な
水
が
流
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
、指
定

機
関
へ
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�「
７
条
検
査
」「
11
条
検
査
」は
、そ
れ
ぞ
れ
浄

化
槽
法
第
７
条
と
第
11
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
法
定
検
査
で
す

②
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。保
守
点
検
業
者
は
、日
高
町

を
営
業
範
囲
と
し
て
、和
歌
山
県
に

登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
と
契
約
を
し

ま
し
ょ
う
。一
般
家
庭
の
場
合
は
、点

検
回
数
は
概
ね
４
か
月
に
１
回
以
上

（
年
間
３
回
以
上
）と
な
り
ま
す
。

③
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

　

清
掃
は
日
高
町
の
許
可
業
者
と
契

約
し
て
、毎
年
１
回
以
上
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
を
行

わ
な
い
と
水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
る
た
め
、浄
化
槽
管
理
者
に
は

法
定
検
査
、保
守
点
検
、清
掃
の
維
持

管
理
を
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
の
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、浄
化
槽
の
正
し
い
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
検
査
申
込
み
機
関
】

公
益
社
団
法
人

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
０
―
８
０
３
２

和
歌
山
市
南
大
工
町
２
６（
環
境
会
館
）

☎ 

０
７
３･

４
３
２･

６
４
３
３

HPhttp://w
akayam

a-suiho.or.jp

～
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は

�

大
丈
夫
で
す
か
？
～
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消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
電
話

番
号
が
、平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら

（
☎
１
８
８
）に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
全
国
共
通
の
電
話
番
号

で
、電
話
を
お
か
け
い
た
だ
く
と
、当

町
の
場
合
は
住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

窓
口
の
存
在
や
連
絡
先
を
ご
存
知

で
な
い
消
費
者
の
方
の「
最
初
の
一

歩
」を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　

土
日
祝
日
な
ど
、役
場
や
県
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
が
開
い
て
い
な

い
場
合
に
は
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
で
き
、年
末
年
始（
12
月
29
日

～
１
月
３
日
）を
除
い
て
毎
日
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

契
約
、悪
質
商
法
、製
品
・
食
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
故
等
に
つ
い

て
、ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
場
合
に
は
、一
人
で
悩
ま
ず

に
、消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ
１　

ど
ん
な
内
容
を

�

相
談
で
き
る
の
？

①　

お
答
え
で
き
る
相
談
例

・
消
費
者
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

・�

悪
質
商
法
、訪
問
販
売･

通
信
販
売

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

・�

製
品･

食
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

事
故･

情
報
提
供

・�

産
地
の
偽
装
、虚
偽
の
広
告
な
ど

の
不
適
切
な
表
示
の
情
報
提
供･

ト
ラ
ブ
ル
な
ど

②　

専
門
の
相
談
窓
口
を

�

紹
介
す
る
相
談
例

　

人
権
相
談
、労
働
問
題
の
相
談
、公

害
苦
情
相
談
、感
染
症
等
の
健
康
に

関
す
る
相
談
、行
政
相
談　

な
ど

※�

生
命･

身
体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
た
場
合
、

ま
た
は
そ
の
危
機
が
切
迫
し
て
い
る
場
合
な
ど

は
、ま
ず
は
警
察
や
消
防
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

Ｑ
２　

相
談
は
１
８
８
で
な
い
と

�

い
け
な
い
の
？

・�

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

は
、相
談
先
を
ご
存
知
な
い
消
費

者
の
方
に
、最
寄
り
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
を
ご
案
内
す
る
も
の
で
す

・�

既
に
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
を
ご

存
知
で
、そ
の
窓
口
へ
の
相
談
を

ご
希
望
の
場
合
は
、直
接
お
電
話

く
だ
さ
い

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�

１い

８や

８や

番
の
ご
案
内

悪
質
商
法
に
ご
用
心
！

困った時は相談窓口へ

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

�

操
作
の
流
れ

①
☎
１
８
８
を
押
す

②�

ガ
イ
ド
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る

の
で
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
通
り
操

作
す
る

③�

最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

が
案
内
さ
れ
る

※�

相
談
窓
口
へ
繋
が
っ
た
時
点
か
ら
、
通
話
料

金
が
発
生
し
ま
す
（
相
談
は
無
料
で
す
）

　

悪
質
な
訪
問
販
売
、電
話
勧
誘
が

あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、で
き
る
だ
け
早
く

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相談窓口
名称 電話番号 受付時間

和歌山県消費生活
センター ☎０７３・４３３・１５５１

平日����9:00～17:00
土・日�10:00～16:00
※祝日、年末年始を除く

和歌山県消費生活
センター紀南支所 ☎０７３９・２４・０９９９ 　　　9:00～17:00

※土日祝、年末年始を除く
日高町役場
住民福祉課 ☎６３・３８００ 　　　8:30～17:15

※土日祝、年末年始を除く

御坊警察署 ☎２３・０１１０
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○
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
者

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
、日

高
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人（
外
国
籍
の
中
長
期
在
留

者
等
の
人
を
含
む
）で
、平
成
28
年
度

分
の
町
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人（
課
税
さ
れ
て
い
る
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
対

象
外
）

支
給
額

　

１
人
に
つ
き
３
千
円

○
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金

対
象
者

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
の
う
ち
、障
害
基
礎
年
金

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
平
成
28
年

５
月
分
を
受
給
し
て
い
る
人（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金（
高
齢

者
向
け
）を
受
給
し
た
人
を
除
く
）

支
給
額

　

１
人
に
つ
き
３
万
円

○
申
請
方
法

・
申
請
先

　

住
民
福
祉
課

・
申
請
期
間

　

平
成
28
年
10
月
１
日（
土
）

�

～
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

・
必
要
書
類

■�

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、パ

ス
ポ
ー
ト
の
写
し
、健
康
保
険
証

や
年
金
証
書
な
ど
顔
写
真
が
つ
い

て
い
な
い
も
の
は
、官
公
署
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
点
必

要
で
す
）

■�

口
座
が
確
認
で
き
る
書
類（
金
融

機
関
名
、口
座
番
号
、口
座
名
義
人

〔
カ
ナ
〕が
わ
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

■�

年
金
額
改
定
通
知
書
・
年
金
証
書

な
ど（
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
み
）

※�

支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
に
申

請
書
お
よ
び
案
内
文（
お
知
ら
せ
）

を
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、内
容
を
確
認
の
う
え
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

�

避
難
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
、

基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）時
点

で
日
高
町
へ
住
民
票
を
移
せ
な
い
ま

ま
居
住
さ
れ
て
い
る
方
は
、事
前
に

申
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、申
出
に
は
一
定
の
要
件
が

必
要
で
す
の
で
、�

詳
し
く
は
、住
民

福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、所
得
の
低
い
人
の
家

計
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
を
支
援
す
る
た
め
、年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

■�

臨
時
給
付
金
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
は「
厚
生
労
働
省
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０･

０
３
７･

１
９
２
）ま
で
。平
日
の

９
時
か
ら
18
時
ま
で（
土
・
日
曜

日
、祝
日
は
除
く
）

　
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」

の
発
生
が
予
測
さ
れ

ま
す
。ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、役
場

や
最
寄
り
の
警
察
署（
ま
た
は
警
察

相
談
専
用
電
話
♯
９
１
１
０
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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通
話
録
音
機
の

 

無
料
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

悪
質
な
電
話
勧
誘
や
振
り
込
め
詐

欺
に
対
し
、警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
録

音
機
能
に
よ
り
、消
費
者
被
害
の
未

然
防
止
に
つ
な
げ
る「
無
線
録
音
機
」

の
無
料
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

・
使
用
方
法

固
定
電
話
に
接
続
す
る
だ
け
で
、

電
話
の
発
信
元
に
対
し
て「
こ
の

電
話
は
録
音
さ
れ
て
い
ま
す
」と

い
う
旨
の
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

し
、録
音
を
行
い
ま
す
。

・
対
象
者

一
人
暮
ら
し
な
ど
の
要
件
を
満
た

す
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
世
帯

・
申
し
込
み
期
間

平
成
28
年
９
月
１
日
～
30
日

※�

申
し
込
み
数
が
、お
貸
し
出
来
る

機
器
の
台
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

ま
た
１
世
帯
に
つ
き
１
台
ま
で
の

貸
し
出
し
に
な
り
ま
す
の
で
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

　生活支援サポート事業として、高齢者の日常生活におけるちょっとした困り事を引き受け、生活
の質的向上を図るための短時間サービス（有償ボランティア 500円/30分）を展開します。
　また、これらのサービスは、会員が現役時代の経験を活かし、健康維持やボランティアを意識し
て熱意をもって就業します。

１）作業条件
 ◯原則として移動を含め1時間以内で完了する作業とします。
 　※ワンコイン（500円）で30分以内の作業をお引き受けします。
 　　30～60分以内の場合は２コイン（1,000円）になりますのでご注意ください。
 ◯回数制限は、一人当たり4回/月迄とします。
 ◯日高町に在住するおおむね70歳以上の世帯及び65歳以上一人暮らしの方が対象です。
 ◯材料費は依頼者がご負担をお願いします。
２）作業手順
　　①　お申し込みは電話で　→　仕事の内容をお聞かせください。
　　②　仕事の連絡調整　→　仕事の内容・条件・作業担当者などを話し合います。
　　③　仕事の実施・完了　→　シルバー会員が仕事を行います。（会員証の提示）
　　④　お支払い　→　依頼者が作業完了確認後、会員がその場で集金し領収します。
　　　　　　　　　　　　(領収証を発行いたします)
３）作業内容

４）お問い合わせ・お申し込み先
　　日高町シルバー人材センター（☎７０・０３８５）

日高町シルバーワンコインお助けサービス

ワンコイン作業内容

●植木の水やり
●診察券の投函
●本の返却
●散歩の付添
●布団干し取込み
●窓ふき
●季節用品の入替え
●家電利用支援
●家具の組立・修理
●子どもの送り迎え・見守り

●ゴミ出し
●家具の移動
●室内の清掃
●クリーニング店への持込み
●扉の調整
●換気扇の清掃
●話し相手
●買物代行
●病院・散歩の付添
●パソコンの使い方
●庭の清掃

●整理・散水
●蛍光灯、電球の交換
●エアコンフィルターの清掃
●洗たく干し取込み
●蛇口のパッキン取替え
●手紙の代筆・代読
●自転車のパンク修理・手入れ
●衣類整理
●その他組み合わせた複数の作業
※その他、上記以外の仕事については
　ご相談ください。
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野
焼
き
は
法
律
で

 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、

煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の
焼
却

で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ
に

入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風

向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、1冊目は年間1万2000円分を助成券で交付します。
　②2冊目は同様のものを、1万円で販売します。
　��※助成券はお一人につき、最大２冊まで
　③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成29年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方（昭和17年3月31日以前に生まれた方）
　　※（注）・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　① 利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 印南交通 ☎42・0105
川上タクシー ☎24・0200

南部タクシー ☎0739・
　72・2133中紀河南タクシー ☎24・1001

港タクシー ☎65・3100 介護タクシーふくしん ☎20・5272
御坊有交タクシー ☎22・4141 愛あいケアタクシー ☎20・1090

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業

制度が変わりました！制度が変わりました！
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健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

　

精
神
疾
患
の
た
め
通
院
し
て
治
療

を
受
け
る
場
合
、医
療
費
に
継
続
的

な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
方
々
の
た
め
に
通
院
医
療
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
し
て
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ

る
と
、精
神
疾
患
に
関
す
る
通
院
治

療
の
う
ち
医
療
保
険
適
用
分
に
つ
い

て
、自
己
負
担
が
原
則
１
割
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。有
効
期
間
は
１
年
間
で
、

利
用
を
継
続
す
る
に
は
再
申
請
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※�

世
帯
の
所
得
や
疾
病
等
に
応
じ
て
、自
己
負

担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、一
定
所
得
以

上
の
場
合
に
は
、対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　

犬
の
飼
い
主
の
方
に
は
、狂
犬
病

予
防
法
に
よ
っ
て
、次
の
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
市
区
町
村
に
登
録
す
る
こ
と

　

登
録
に
よ
っ
て
、ど
こ
の
地
域
に

何
頭
の
犬
が
い
る
か
が
わ
か
り
、狂

犬
病
が
発
生
し
た
と
き
に
、ま
ん
延

を
防
ぐ
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
す
る
と
鑑
札（
か
ん
さ
つ
）が

交
付
さ
れ
ま
す
。

２
．
犬
に
鑑
札
と
注
射
済
票
を

�

つ
け
る
こ
と

　
「
鑑
札
」は
そ
の
犬
が
登
録
さ
れ
て

い
る
犬
で
あ
る
こ
と
、「
注
射
済
票
」

は
そ
の
犬
が
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

き
ち
ん
と
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明

に
な
り
ま
す
。

３
．
犬
に
毎
年
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

�

受
け
さ
せ
る
こ
と

　

犬
へ
の
予
防
注
射
に
よ
っ
て
、愛

犬
が
狂
犬
病
に
か
か
る
こ
と
を
予
防

し
、加
え
て
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

予
防
注
射
を
受
け
る
と
、そ
の
証

明
と
し
て「
注
射
済
票
」が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
違
反
し
た
場

合
、20
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３･

３
８
０
１
）ま
で
。

自
立
支
援
医
療
制
度

（
精
神
通
院
医
療
）

犬
の
飼
い
主
の

 

み
な
さ
ま
へ

■
対
象
者

　

通
院
に
よ
る
治
療
を
継
続
的
に
必

要
と
す
る
程
度
の
状
態
の
精
神
疾
患

（
て
ん
か
ん
を
含
む
）を
有
す
る
方

　
統
合
失
調
症
、躁
う
つ
病
・
う
つ
病
、

て
ん
か
ん
、認
知
症
等
の
脳
機
能
障
害
、

薬
物
関
連
障
害（
依
存
症
等
）な
ど

■
対
象
と
な
る
医
療

　

精
神
通
院
医
療
・
デ
イ
ケ
ア
・
訪

問
看
護
・
薬
代
等
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

但
し
、入
院
医
療
費
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

以
下
の
書
類
を
健
康
推
進
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

・�

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）支

給
認
定
申
請
書

・�

自
立
支
援
医
療
診
断
書（
精
神
通

院
）

・�

医
療
保
険
証（
受
診
者
お
よ
び
受

診
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方

の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
証
）

・�

世
帯
の
所
得
状
況
が
確
認
で
き
る

書
類（
町
民
税
課
税
・
非
課
税
証

明
書
等
）

日
高
町
の
「
鑑
札
」
と

�

「
注
射
済
票
」

●
鑑
札（
か
ん
さ
つ
）

●
注
射
済
票
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10月選考 ２月選考 追加選考
願 書
受 付 期 間

平成28年９月29日（木）～
１０月７日（金）

平成29年１月10日（火）～
１月19日（木）

平成29年２月28日（火）～
３月10日（金）

選 考 日 平成28年10月19日（水）
午前９時30分～

平成29年２月１日（水）
午前９時30分～

平成29年３月21日（火）
午前９時30分～

選 考 会 場 入学を希望する産業技術専門学院および東牟婁振興局
選 考 方 法 筆記試験（国語・数学）および面接
合 格
発 表 日

平成28年10月26日（水）
午後３時～

平成29年２月８日（水）
午後３時～

平成29年３月22日（水）
午後１時～

入 学 日 平成29年４月10日（月）

修 了 日 ２年制：平成31年３月15日（金）
１年制：平成30年３月15日（木）

和歌山産業技術専門学院
　〒６４９-６２６１
　　和歌山市小倉９０
　☎    ：０７３・４７７・１２５３
　FAX：０７３・４７７・１２５４

田辺産業技術専門学院
　〒６４６-００１１
　　田辺市新庄町１７４５の２
　☎    ：０７３９・２２・２２５９
　FAX：０７３９・２２・３１２３

和歌山県　労働政策課
　〒６４０-８５８５
　　和歌山市小松原通１の１
　☎    ：０７３・４４１・２８０２
　FAX：０７３・４２２・５００４

産業技術専門学院は、職業能力開発促進法に基づき設置された公共職業能力開発施設です

和歌山県立産業技術専門学院
生徒募集案内

※�現在、絵画のテーマ、何歳児の園児が展示するかは、未定となっています。
　�決まりましたら、広報や文字放送等でお知らせします。

温泉館
保育園児の絵画展示のお知らせ

お問い合わせ

休館日のお知らせ お問い合わせは    
８月30日（火）
9月6日（火）、13日（火）、20日（火）、27日（火）
10月4日(火)

となっています。

産業建設課
☎６３･３８０６

温泉館「海の里」みちしおの湯
☎６４･２６２６

町内の保育園児が描いた絵をリラクゼーションコーナー（和室）にて展示します。
みなさまお誘い合わせのうえ、ご来館ください。

　９月1０日（土）～９月2５日（日）
　比井保育所の園児の作品
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　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

7R０１２０-４
ボ ー サ イ

３１-６
ム セ ン

７０
　防災行政無線に新しくフリーダイヤルを開設
しました。お電話いただければ、町内に流れた防
災行政無線の内容を、電話代を負担せずに、ご確
認いただけます。
　また従来のダイヤル（☎63・1666）も、これま
で通りお使いいただけます。
　フリーダイヤルに掛けられる環境は以下にな
りますので、確認の上お電話ください。
＜フリーダイヤルに掛けられます＞
　・和歌山県内の固定電話、公衆電話、携帯電話

※注意※
　以下の環境ではフリーダイヤルに掛けられま
せんので、ご注意ください。
＜フリーダイヤルに掛けられません＞
　・和歌山県外からの電話
　・PHS
　・衛星電話

　和歌山県よろず支援拠点では、県内の中小企業・小規模事業者
様の売上拡大・資金繰り・創業などの経営上の様々なご相談に応
じております。
　地域の皆様方によりお気軽にご相談頂けるよう、日高振興局に
おいて定期的に出張相談会を開催しております。相談は無料です。
事前ご予約頂けます。
　ぜひご利用ください。

・日程　　　毎月第２・４木曜日（祝日、年末年始を除く）
・時間　　　午前９時30分～午後５時15分
・申込方法　相談申込書に必要事項を記入の上、ファックスにて申し込んでください。
・お問い合わせ
　　　　　　和歌山県よろず支援拠点（公益財団法人わかやま産業振興財団内）
　　　　　　☎　：０７３・４３３・３１００
　　　　　　FAX ：０７３・４３２・３３１４

防災行政無線
フリーダイヤル開設

和歌山県よろず支援拠点による出張相談会

紀勢本線を利用しよう
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　広域消防の消防士さんに救急車がくるまで
に自分たちができる 119 番通報やAEDの使
用・心肺蘇生の仕方を教えて頂きました (^O^)

　父ちゃんと一緒に七夕の笹飾りを作ったよ♪
みんなの、お願いごと・・・♡
　かなったかな～♡♡♡

鈴やマラカスを持って
演奏会の始まりです♡

今日のご飯は何かな？
仲良くままごと遊び♡

☆七夕会☆７月７日（木）

☆心肺蘇生講習会☆７月１９日（金）

☆七夕制作☆

☆７月遊び風景☆

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０～３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月～金
　午前��9:00 ～ 12:00
　午後�13:00 ～ 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより
♪♪♪９月の行事予定♪♪♪

５日（月）〜16日（金）

　　　　　　敬老の日のプレゼント作り

13日（火）子育て広場  　9:30〜11:00

27日（火）おはなしの会 10:30〜

28日（水）お散歩　　　 10:30〜

30日（金）研修の為休館

※第3金曜日　午後から休館

 （行事予定は、変更する場合があります）



　

広報ひだか 2016.9月号17

開室日…月曜日～土曜日
　　　　　AM8：30～PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎６３・３８１１）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

など、全部で17冊！

など、全部で17冊！

●総選挙ホテル （桂　望実）
●神奈備 （馳　星周）
●老いも病も受け入れよう （瀬戸内　寂聴）
●天才 （石原　慎太郎）
●牛姫の嫁入り （大山　淳子）
●代体 （山田　宗樹）
☆縁は異なもの （松井　今朝子）

《小学校低学年の部》
●ボタンちゃん （岡田　千晶）
●アリとくらすむし （島田　たく）
●みずたまのたび （アンヌ・クロザ）
●ひみつのきもちぎんこう （ふじもと　みさと）

《小学校中学年の部》
●二日月 （いとう　みく）
●コロッケ先生の情熱！古紙リサイクル授業

（中村　文人）
●木のすきなケイトさん� （ジル・マケルマリー）
☆さかさ町� （Ｆ．エマーソン・アンドリュース）

《小学校高学年の部》
●茶畑のジャヤ （中川　なをみ）
●大村智ものがたり （馬場　錬成）
●ここで土になる （大西　暢夫）
●ワンダー （Ｒ．Ｊ．パラシオ）

《中学校の部》
●ＡＢＣ！ （市川　朔久子）
●生きる （森越　智子）
●白いイルカの浜辺 （ジル・ルイス）

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

一般書

新着図書のご紹介

☆縁は異なもの
� （松井　今朝子）
　嫁入り前の町家の娘たちに骨董屋、首切り役人、
北町奉行まで、常楽庵には、目利きを求め今日も
人々が集う。
　若き同心、間宮仁八郎の江戸麹町事件帖、第２
弾。

☆さかさ町
� （Ｆ.エマーソン・アンドリュース）
　リッキーとアンは、おじいちゃんの家に行く途
中、見知らぬ町で１日を過ごすことになりました。
　その町の名前は〈さかさ町〉、いったいどんなとこ
ろなのでしょう？

《一般書》 《児童書》

児童書 読書感想文課題図書
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保健だより 
野菜を食べて健康生活野菜を食べて健康生活野菜を食べて健康生活
～9月は、健康増進普及月間です！～～9月は、健康増進普及月間です！～

　日本の食卓を振り返ってみると、野菜をはじめ、穀類やいも類、海草類などがバランスよ
く並んでいたことがわかります。ですが食生活の欧米化に伴い、近年は動物性脂肪や便利
な加工食品などが増えてきました。健康的な食生活を送るために、今一度、野菜の効用につ
いて考えてみましょう。

お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

☆野菜を食べるメリット☆
①少量でも満腹感が得られ、食べ過ぎを防げる
②野菜の食物繊維は糖質や脂質の吸収をゆるやかにし、血糖値の上昇を抑える
③ 野菜に含まれるビタミンＣやβカロテンなどは、抗酸化作用があり、動脈硬化を予

防する
④ 野菜や果物に含まれるカリウムは、体内の余分な塩分（ナトリウム）を排せつし、高

血圧を予防する
　野菜は、カロリーが低めであり、食べ過ぎても肥満となることはほとんどありません。
　安心してたっぷりとるようにしましょう。成人の１日の量の目安は１日に350ｇ程度です。平成24年
の国民・栄養調査によると、成人1人1日あたりの平均野菜摂取量は男性が280ｇ、女性が269ｇとなっ
ており、あと、およそ70ｇの摂取がすすめられています。

１日350g以上食べましょう

☆野菜350ｇとはどれくらい？☆
　料理にすると、ほうれん草の小鉢１皿分、きゅうりの酢の物１皿分、トマト1 ／ 2
個、具たくさんみそ汁１杯、野菜サラダ１皿分がおよそ70ｇです。野菜の煮物や野
菜炒めなど、大きめのお皿のおかずは、１人前がおよそ140ｇ（小鉢２杯分）です。
　１日350ｇということは、小鉢５皿分になります。
　注） 腎臓病などの理由により、医師からカリウム制限を受けている方は、摂取量

について医師や栄養士と相談しましょう。

☆野菜を食べるコツ☆
・生野菜より、ゆでる・煮る・炒めるで、かさを少なく！
・電子レンジで簡単調理
・手間のかかる煮物等は、作り置きし冷凍保存が便利
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平成28年度ひきこもり研修会について
　一言で“ひきこもり”といっても、その状態や背景はさまざまです。
　問題となっていることや必要とされる支援もひとりひとり違いがあります。
　しかし、“家族以外の人や地域とのつながりが断たれ孤立してしまっている”という点ではだれ
もが同じです。
　御坊・日高圏域においても、支援グループや家族会などの活動が始まり、少しずつ地域の中での
支援がすすんできております。
　今回は「ひきこもり」について理解を深め、地域の支援活動について知っていただければと思い
ます。
　講演は３回ありますが、参加されたい講演のみの選択も可能です。

１.　主催　和歌山県御坊保健所
 　　共催　御坊・日高圏域自立支援協議会
 　　　　　　精神保健福祉協会御坊支部

２.　日時及び内容

３.　会場
国保日高総合病院
診療管理棟３階　講堂
　（御坊市薗１１６番地の２）

４.　その他連絡事項
・定員　100名（先着順）
　　　  ※どなたでも参加できますが、事前のお申し込みが必要です。
・お問い合わせ先
　　　　御坊保健所　保健福祉課（☎22・3481）
　　　　日高町役場　健康推進課（☎63・3801）

第１回
９月24日（土）

13:30 ～ 15:30

○講師　紀の川病院　副院長
　　　　ひきこもり研究センター長　　宮西�照夫　氏
　　　　「ひきこもりの理解について ～こころの病とひきこもり～」

申込み
締切日

９/16（金）

第２回
10月16日（日）
13:30 ～ 15:30

○講師　国保日高総合病院　臨床心理士　　石橋�玄　氏
　　　　「ひきこもりの集団療法について」
　　　　ひきこもり経験のある若者との対談　「集団療法の効果」

10/３（月）

第３回
11月19日（土）
13:30 ～ 15:30

○講師　南紀若者サポートステーション　訪問支援員　　南�芳樹　氏
　　　　「ひきこもりにおける家族や支援者の関わりについて」

11/７（月）
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きしゅう君

御坊警察署

高家駐在所
　　川口 裕平

比井駐在所
　　岸田 國弘

　 23-0110

（お知らせ）
Ｅメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホームペ
ージは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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狙
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回
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高
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所
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し

ま
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警
察
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し
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ト
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が
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お
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お
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が
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ま
っ
た
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な
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に
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展
す
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も
あ
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ま
す

の
で
、玄
関
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に
す
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に
し
ま

し
ょ
う
。　

注
意
！
管
内
で
空
き
巣
が
発
生
!!
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に
、国
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賀
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ま
で
の
間
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、か
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り
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走
っ
て
い
く
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を
よ
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見
か
け

ま
す
。

　
深
夜
時
間
帯
は
人
通
り
も
な

く
、交
通
量
も
閑
散
と
し
て
い
る
の

で
、つ
い
つ
い
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ド
を
出
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、歩
行
者
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自
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車
と
高
速
度
で
事
故
を
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こ
せ

ば
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亡
事
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に
発
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す
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が
あ
り
ま
す
。

　
制
限
速
度
を
確
実
に
守
り
、安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意

女性を狙った犯罪に注意！！

高家駐在所
川口　裕平（ゆうへい）

比井駐在所
岸田　國弘（くにひろ）

　異動により７月から新しく赴任しました。
　日高町についてまだまだ分からないことばかりですが、住
民のみなさんの力になれるように頑張りたいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

はじめまして！
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糞
が
し
ろ
じ
ろ
光
り
て
お
り
ぬ

曽
根　

邦
子

背
を
正
し
テ
レ
ビ
体
操
朝
な
さ
な
両
足
跳
び
も
今
や
軽
々

玉
井
か
を
る

老
い
深
み
眠
れ
ぬ
夜
半
は
声
ひ
そ
め
念
佛
幾
口
静
か
に
唱
う

北
垣　

鈴
子

力
な
く
弁
明
な
せ
る
舛
添
氏
見
そ
こ
な
っ
た
と
テ
レ
ビ
を
切
れ
り

松
原　

昌
子

毎
日
が
日
曜
の
如
暮
し
い
る
に
日
曜
来
れ
ば
何
故
か
安
ら
ぐ

深
海
三
千
代

金
魚
茶
屋
を
訪
う
人
の
影
も
な
く
幽
け
く
き
こ
ゆ
せ
せ
ら
ぎ
の
音

奥
田　

房
子

今
す
こ
し
生
き
て
や
ろ
う
と
欲
を
出
し
心
房
細
動
ア
ブ
レ
ー
シ
ヨ
ン

中
西　
　

優

界
隈
の
吾
ら
の
齢
よ
は
い

似
通
へ
ば
懇
ね
ん
ご

ろ
に
し
て
逢
へ
ば
満
ち
足
る

和
田　

路
子

梅
雨
明
け
の
夏
陽
を
さ
け
て
冷
房
を
強
に
す
ご
す
も
音
な
き
部
屋
に

馬
谷
美
代
子

◆説 明 会　日　程　平成28年９月18日（日）10:00～15:00
　　　　　　場　所　自衛隊御坊地域事務所
◆試験場所　和歌山市および田辺市
◆お問い合わせ

　自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原４１０−１　丸仁ビル１階）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���☎２３･００２０

平成28年度 自衛官募集案内 受験料無料！

試験項目 対象年齢 内容 願書受付

自衛官候補生 18～27歳未満の方
（高卒見込み含む）

自衛官になる一般的コース（任期制）
任期は陸２年、海・空は３年とし、選抜試験により、
曹・幹部自衛官への道も開かれています。

男子 10月3日まで

防衛大学校 18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 将来の幹部自衛官を養成するコース

一般（前期）
９月５日～９月30日
推薦・総合選抜
９月５日～９月8日

防衛医科大学校
看護学科学生

18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 看護師、保健師の幹部自衛官を養成するコース ９月５日～９月30日

防衛医科大学校
医学科学生

18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 医師である幹部自衛官を養成するコース ９月５日～９月30日



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

●
20
日（
火
）
　13
時
〜
16
時

　

﹇
費
用
﹈無
料

●
13
日（
火
）

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

﹇
時
間
﹈9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

●
10
月
5
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
28
年
5
月
1
日
〜
6
月
15
日
生

　
　
　H
27
年
11
月
1
日
〜
12
月
15
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

●
29
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
25
年
2
月
〜
3
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

３

歳

児

健

診

３

歳

児

健

診

●
8
月
31
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
27
年
1
月
〜
2
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

1
歳
６
か
月
児
健
診

1
歳
６
か
月
児
健
診

日

高

町

中

央

公

民

館

●
20
日（
火
）
　10
時
〜

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

●
21
日（
水
）
　19
時
30
分
〜
21
時

﹇
内
容
﹈ス
ト
レ
ッ
チ
、初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等

運

動

教

室

運

動

教

室

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
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28 29 30 10/1

21 22 23 24

14 15 1716

7 8 1094 5 6

25 26 27

18 19 20

11 12 13

8/28 29 30 31 9/1 2 3

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2016年9月
September

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・粗大ごみ
 （谷口・小中・高家）

・粗大ごみ
 （上志賀・久志・中志賀・
下志賀・小池）

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）
・おはなしの会※
 （中央公民館）

・3歳児健診※
 （対象：H25年2月～
3月生）
（ふれあいセンター）

・1歳6か月児健診※
 （対象：H27年1月～
2月生）
（ふれあいセンター）
・小型プラスチックごみ

・複雑ごみ

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

・資源ごみ

・運動教室※
 （中央公民館）
・小型プラスチックごみ

・資源ごみ

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!

敬老の日 秋分の日

HDK3-098
長方形
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TOWN information

町の人口と世帯

平成28年7月31日現在
人　口 7,931人
　男 3,812人
　女 4,119人
世帯数 3,092戸

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。　vol.2

健全な精神を育めます

　日高町柔道教室は、36年間活動している
教室です。
　現在、保育園児から中学生の生徒が30人
在籍しており、楽しく時には厳しく稽古して
います。
　稽古では柔道の基本動作である受け身か
らしっかりと指導し、他の柔道教室の生徒と
交流する試合にも出場し、自分自身を磨くこ
とができます。
　主任指導員の前井健司さんは、「柔道を
学ぶことで、礼の精神を身につけ、心身とも
に強くなるよう、何事にも負けん気を持って
取り組めるように指導することを心がけてい
ます」と話されました。
　詳しくは、役場教育委員会（☎６３･３８12）
まで。

柔道教室

武道編

『強くなりたい』『体力をつけたい』
興味のある方は、日高町武道館で毎週火・金曜日の

19時～21時に見学に来てください！

けん じ
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